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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえた結果、令和４年２月期（令和３年３月１日～令和４年２月 28日）の通期業績予

想を以下のとおり、修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．当期の通期業績予想数値の修正（令和３年３月１日～令和４年２月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,000 700 730 450 51.45 

今回修正予想（Ｂ） 6,000 250 280 130 14.86 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 △450 △450 △320  

増 減 率（ ％ ） 0.00 △64.3 △61.6 △71.1  

（ご参考）前期実績 

（令和３年２月期） 
6,306 967 999 521 59.66 

 

２．業績予想修正の理由 

当第２四半期累計期間における売上高は、3,211 百万円(前年同期比 7.4％増)となり、当初想定した売上高を

確保いたしましたが、営業利益におきましては、116 百万円（前年同期比 81.2％減）となり、当初想定した利益

には届きませんでした。これは、販売費および一般管理費が 944 百万円(前年同期比 44.7％増)となったこと等が

要因であります。   

この要因といたしましては、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、前期に開催を予定した「うたの☆プリン

スさまっ♪｣ 10 周年記念イベントを当期に開催いたしましたことに係り、その開催費用におきましても、イベン

ト企画の内容の充実を図ったことに加え、感染対策強化に伴う運営費を増加させたこと、及び新作ゲームソフト

の発売に向けた販売促進費の増加が主な要因であります。 

 続く下半期におきましても、各イベント及びライブ等の実開催・実公演を想定してはおりますが、緊急事態宣

言解除後におきましてもなお、新型コロナウイルス感染症拡大が予断を許さない状況であることの影響を鑑み、

当初想定した売上・利益、及び物販イベント向け在庫の消化見込等を慎重に見直しました結果、通期業績予想の

営業利益、経常利益、当期純利益が前回の予想を下回る見込みとなりましたので修正いたします。 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因

に係る本資料発表日現在に置ける仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値

と異なる可能性があります。 



 

３．期末の配当予想につきまして 

なお、通期業績予想は修正いたしますが、期末の配当予想につきましては、前回予想どおり 26 円 00銭を予定

しております。 

  

以  上 


